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「災間」とは、東日本大震災の後に、社会学者の仁平典宏氏が提唱した概念で、東日本大震災の後の社会を
「災後」とみるのではなく、次に来たる大災害との間である「災間」と考え、災害によってもっとも困難な
立場におかれる人々をどのように支えることが可能かという視点に立って、社会全体を見直し、つくり変
えようという呼びかけである。　   （日本災害復興学会　2022年度学会大会　分科会1　宮本匠氏の報告より）

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
大
き
な
地
震
、
大
雨
や
台
風
被
害
、

そ
し
て
感
染
症
の
蔓
延
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
は
多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

災
害
頻
発
に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
復
旧
や
復
興
が
成
さ
れ
る
前
に
、
新
た
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

社
会
学
者
の
仁に
へ
い平
典の
り
ひ
ろ宏
氏
は
こ
れ
を
「
災さ
い
か
ん間
」
と
い
う
概
念
で
提
唱
し
ま
し
た
。

「
災
間
」
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
誌
面
を
通
し
て
考
え
て
み
ま
す
。

災さ

い

か

ん間
を
生
き
る

わ
た
し
た
ち

特 
集
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「売店で人が倒れた」と想定し、医師や看
護師が駆けつけ救命処置をして、担架で
救急室へ。いかに短時間で対応できるか
訓練する。

参加できる職員が固定してしまわ
ないように、土曜日から平日に変
更して実施した。

被災した患者さんに対して、治療優先度
を決めて適切な対応するための訓練の様
子。軽症の患者には、事務職や栄養科な
どの職員も対応するので普段からの練習
が大切になる。

急変患者対応シミュレーション

夜間を想定した火災避難訓練

トリアージポスト設置訓練

災
害
に
強
い
病
院
が
地
域
を
守
る

岡
山
医
療
生
協
　
岡
山
協
立
病
院
　
防
災
対
策
委
員
会

リポート

　

防
災
対
策
委
員
会
は
、
病
院
内
の
防

火
管
理
や
防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
委
員
会
で
す
。
岡
山
医
療

生
協
で
は
、「
地
域
に
と
っ
て
頼
れ
る

病
院
に
」
と
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
病
院

長
を
は
じ
め
、
医
師
・
看
護
師
長
・
施

設
管
理
・
災
害
支
援
ナ
ー
ス

　
※

・
感
染
制

御
部
な
ど
、
発
災
時
に
直
接
関
係
す
る

の
み
な
ら
ず
防
災
に
関
心
が
高
い
メ
ン

バ
ー
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
開
催
す
る
委
員
会
で
は
、
院
内

に
お
け
る
火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害

の
予
防
と
人
命
の
安
全
、
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
防
災
対
策
に
関
す
る
す

べ
て
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

※
災
害
支
援
ナ
ー
ス 

： 

被
災
し
た
看
護
職
の
心
身
の
負
担
を

軽
減
し
支
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
被
災
者
が
健
康

レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
被
災
地
で
適
切
な
医
療
・

看
護
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う



11 comcom　No.691 3月号 2025

◆
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

　
整
備
・
更
新

《 防災対策委員会がとりくむこと》

◆
職
員
へ
の
情
報
発
信

　
他
施
設
で
の
研
修
な
ど

◆
災
害
対
策
用
備
品
の
管
理
、

　
定
期
的
な
見
直
し

◆
災
害
を
想
定
し
た
定
期
的
な
訓
練

自
然
災
害
・
火
災
・
感
染
症
な
ど
に
対

応
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り

お
よ
び
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

作
成
・
見
直
し

情
報
共
有
ツ
ー
ル
の
活
用

資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
受
講

院
内
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

（
夜
間
想
定
を
含
む　
年
２
回
）

防
災
訓
練

災
害
時
を
想
定
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
ポ
ス

ト
設
置
訓
練

病
院
内
で
の
急
変
患
者
対
応
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン　
な
ど

出火もとを決め、避難経路などを確認する。

防災対策委員会
夜間を想定した火災避難訓練のリハーサル

災
さ い か ん

間を生きるわたしたち特 集

い
ざ
と
い
う
と
き
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

防
災
対
策
委
員
会

経
営
企
画
課 

副
主
任　
梶
川
勝
矢
さ
ん

　

防
災
対
策
委
員
会
で
と
り
く
ん
で
い
る
こ
と
は

多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す（
上
記
）。

　

病
院
で
は
様
々
な
視
点
で
、
防
災
訓
練
を
お
こ

な
い
ま
す
が
、委
員
会
で
は
訓
練
の
た
め
の
リ
ハ
ー

サ
ル
や
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、
自
然
災
害

や
火
災
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
や

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
も
作
成
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
病
院
内
の
専
門

部
署
の
協
力
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
に
力
を
入
れ
た
の
は
「
安
否
確

認
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
で
す
。
こ
れ
は
、
災
害
時

の
職
員
の
安
否
確
認
や
緊
急
招
集
な
ど
を
お
こ
な

う
ア
プ
リ
で
す
。
連
絡
網
に
よ
る
電
話
連
絡
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
使
え
ば
一
斉
に
情

報
発
信
が
可
能
に
。普
段
の
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

と
り
く
み
に
お
い
て
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
よ
そ
ご
と
」
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
。
よ
り

多
く
の
職
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
動
け
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
岡
山
協
立
病
院
が
、
災
害
時
に
も
地
域
の

み
な
さ
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
も
防
災
の
資
格
を
と
っ
て
専
門

知
識
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

※
災
害
支
援
ナ
ー
ス 

： 

被
災
し
た
看
護
職
の
心
身
の
負
担
を

軽
減
し
支
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
被
災
者
が
健
康

レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
被
災
地
で
適
切
な
医
療
・

看
護
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う
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　岡山協立病院　高度治療室病棟　看護師
　災害支援ナース　山中さん

　COVID -19 病棟に応援に行ったときか
ら、私にできることを考えるようになり、
師長や看護部長からのすすめもあり、研修
を受けて災害支援ナースとして登録しまし
た。災害支援ナースは、2024 年に新興感
染症を含めたプログラムへ変更され、新興
感染症対応のほかクリティカルケア

　※
領域へ

と課題は幅広くなりました。
　まだ災害支援ナースとして派遣はないで
すが、被災地の方の健康維持や感染症拡大
を予防するために、そのときその環境で実
施可能な看護を考え、継続した看護をおこ
ない、災害関連死の減少をめざしたいです。
日々の看護から災害時にどう対応できるか
を考え、実践していきたいと思っています。

　岡山協立病院診療部総合診療科　部長　一瀬さん

在宅患者の災害予防対策の作成や、市役所と共同で要
援護者の方の BCP 作成をおこなっていた経験があり、
2004 年から活動しています。そうした経験を活かして
いるので、やりがいがあります。

　岡山医療生協本部　経理課　中島さん

前職の保険会社で、火事の現場、台風など保険の査定を
していました。そうした経験を活かしたいと委員をして
います。その分野の専門の方がいて、様々な方向から意
見が出せるのが強みだと思います。

　岡山協立病院中材手術室・DSA　師長　石井さん

防災訓練したときには「防災って大事。もっと学びたい」という気持ちになりますが、
それをどう継続させるかが課題です。日々の業務の忙しさで、防災意識が薄れていき
ます。それを何とか継続させていきたいと、コツコツ研修・訓練を続けています。

※クリティカルケア : 疾病や外傷などで危機的な状況に陥って
いる重症患者に対するケア

後列左から　一瀬さん、藤田さん、平井さん、中島さん
前列左から　中島さん、梶川さん、山中さん　

避難訓練の打合せをする

防災対策委員より
様々な専門分野のメンバーが
知識と経験をもちよって


